
(57)【要約】

【課題】走行変速レバーの操作とともに、各種スイッチ

類の操作を容易に実行可能にする。

【解決手段】走行装置１を有する車台２の上方には脱穀

装置３を有し、該脱穀装置３の前方には、多条列の植立

穀稈を引き起こす複数の引起装置４と、該引起装置４で

引き起こした穀稈を刈り取って後方の脱穀装置３へ向け

て搬送する刈取装置５を設け、前記脱穀装置３の右側に

はこの脱穀装置３で脱穀選別した穀粒を一時貯溜するグ

レンタンク６を設け、該グレンタンク６の前方には操作

部７を設けたコンバインにおいて、該操作部７には走行

変速レバー６２を設け、該走行変速レバー６２と一体的

に移動する操作パネル６８を走行変速レバー６２の前方

に設けるにあたり、前記走行変速レバー６２と操作パネ

ル６８との間には所定間隔Ｌを設けたことを特徴とする

コンバインとする。

【選択図】　　　　図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
走 行 装 置 １ を 有 す る 車 台 ２ の 上 方 に は 脱 穀 装 置 ３ を 有 し 、 該 脱 穀 装 置 ３ の 前 方 に は 、 多 条
列 の 植 立 穀 稈 を 引 き 起 こ す 複 数 の 引 起 装 置 ４ と 、 該 引 起 装 置 ４ で 引 き 起 こ し た 穀 稈 を 刈 り
取 っ て 後 方 の 脱 穀 装 置 ３ へ 向 け て 搬 送 す る 刈 取 装 置 ５ を 設 け 、 前 記 脱 穀 装 置 ３ の 右 側 に は
こ の 脱 穀 装 置 ３ で 脱 穀 選 別 し た 穀 粒 を 一 時 貯 溜 す る グ レ ン タ ン ク ６ を 設 け 、 該 グ レ ン タ ン
ク ６ の 前 方 に は 操 作 部 ７ を 設 け た コ ン バ イ ン に お い て 、 該 操 作 部 ７ に は 走 行 変 速 レ バ ー ６
２ を 設 け 、 該 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と 一 体 的 に 移 動 す る 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 走 行 変 速 レ バ ー ６
２ の 前 方 に 設 け る に あ た り 、 前 記 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と 操 作 パ ネ ル ６ ８ と の 間 に は 所 定 間
隔 Ｌ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 操 作 パ ネ ル ６ ８ は 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 着 脱 自 在 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 操 作 パ ネ ル ６ ８ は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 位 置 変 更 可 能 に 構 成 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン バ イ ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 コ ン バ イ ン に 関 す る も の で 、 農 業 機 械 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 技 術 は 、 コ ン バ イ ン の 前 後 進 と 車 速 の 変 速 を 行 う 走 行 変 速 レ バ ー に お い て 、 こ の 走
行 変 速 レ バ ー の 握 り 部 分 に コ ン バ イ ン の 各 部 の 操 作 を 実 行 す る 各 種 ス イ ッ チ を 設 け る 構 成
で あ っ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ０ １ ５ ２ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
前 述 の よ う な 構 成 で は 、 走 行 変 速 レ バ ー の 本 体 に ス イ ッ チ を 設 け る 構 成 で あ る の で 、 ス イ
ッ チ の 数 が 限 定 さ れ て い た 。 こ の た め 、 使 用 頻 度 の 多 い ス イ ッ チ で あ っ て も 走 行 変 速 レ バ
ー の 本 体 に ス イ ッ チ を 設 け る こ と が で き ず 、 こ の た め 、 作 業 者 側 方 の パ ネ ル 部 分 に ス イ ッ
チ 類 を 設 け て お り 、 ス イ ッ チ の 操 作 が 容 易 に で き な い と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 次 の 如 き 技 術 手 段 を 講 ず る も の で あ る 。 す な
わ ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 走 行 装 置 １ を 有 す る 車 台 ２ の 上 方 に は 脱 穀 装 置 ３ を 有 し
、 該 脱 穀 装 置 ３ の 前 方 に は 、 多 条 列 の 植 立 穀 稈 を 引 き 起 こ す 複 数 の 引 起 装 置 ４ と 、 該 引 起
装 置 ４ で 引 き 起 こ し た 穀 稈 を 刈 り 取 っ て 後 方 の 脱 穀 装 置 ３ へ 向 け て 搬 送 す る 刈 取 装 置 ５ を
設 け 、 前 記 脱 穀 装 置 ３ の 右 側 に は こ の 脱 穀 装 置 ３ で 脱 穀 選 別 し た 穀 粒 を 一 時 貯 溜 す る グ レ
ン タ ン ク ６ を 設 け 、 該 グ レ ン タ ン ク ６ の 前 方 に は 操 作 部 ７ を 設 け た コ ン バ イ ン に お い て 、
該 操 作 部 ７ に は 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 設 け 、 該 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と 一 体 的 に 移 動 す る 操
作 パ ネ ル ６ ８ を 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 前 方 に 設 け る に あ た り 、 前 記 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と
操 作 パ ネ ル ６ ８ と の 間 に は 所 定 間 隔 Ｌ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る コ ン バ イ ン と し た も の で
あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 構 成 に よ る と 、 作 業 者 は 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 把 持 し た 状 態 で 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 操 作
す る 。 ま た 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 操 作 し な が ら 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 操 作 す る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 操 作 パ ネ ル ６ ８ は 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 着 脱 自 在 に
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構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の コ ン バ イ ン と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 構 成 に よ る と 、 請 求 項 １ の 作 用 と と も に 、 保 守 管 理 等 の 作 業 時 に 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 走
行 変 速 レ バ ー ６ ２ か ら 外 し て 作 業 を 行 う 。
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で は 、 前 記 操 作 パ ネ ル ６ ８ は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 位 置 変 更
可 能 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の コ ン バ イ ン と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 構 成 に よ る と 、 請 求 項 ２ の 作 用 と と も に 、 作 業 の 状 況 や 作 業 者 の 好 み に 応 じ て 、 操 作
パ ネ ル ６ ８ を 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 位 置 変 更 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 前 述 の ご と く 構 成 し た の で 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を
把 持 し た 状 態 や 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 操 作 し て コ ン バ イ ン の 前 後 進 の 車 速 を 変 え な が ら
操 作 パ ネ ル ６ ８ を 操 作 で き る の で 、 操 作 性 が 容 易 と な る 。 ま た 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と 操
作 パ ネ ル ６ ８ と の 間 に は 所 定 間 隔 Ｌ を 設 け る 構 成 と し た の で 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 上 方
か ら 覆 う よ う に 把 持 で き る の で 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 変 速 操 作 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 １ の 効 果 と と も に 、 保 守 管 理 や 組 立 て 性 能 が 向 上
す る よ う に な る 。 ま た 、 コ ン バ イ ン の 仕 様 に よ っ て 操 作 パ ネ ル ６ ８ の 後 付 け が 容 易 と な る
。
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 請 求 項 ２ の 効 果 と と も に 、 作 業 の 状 況 や 作 業 者 の 好 み に
応 じ て 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 位 置 変 更 可 能 な の で 、 操 作 性 が 向 上
し て 作 業 能 率 の 低 下 を 防 止 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ 及 び 図 ２ に は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 具 現 化 し た コ ン バ イ ン が 示 さ れ て い る 。
走 行 装 置 １ を 有 す る 車 台 ２ の 前 方 に は 、 刈 取 装 置 ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 刈 取 装 置 ５ に
は 、 植 立 穀 稈 を 分 草 す る 分 草 具 １ １ と 、 植 立 穀 稈 を 引 き 起 こ す 引 起 装 置 ４ と 、 植 立 穀 稈 を
刈 り 取 る 刈 刃 １ ３ と 、 該 刈 刃 １ ３ に て 刈 り 取 ら れ た 穀 稈 を 挟 持 し て 後 方 に 搬 送 す る 株 元 搬
送 装 置 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 株 元 搬 送 装 置 １ ４ の 後 方 に は 、 こ の 株 元 搬 送 装 置 １ ４
か ら 搬 送 さ れ て く る 穀 稈 を 引 き 継 い で 搬 送 す る 供 給 搬 送 装 置 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
前 記 刈 取 装 置 ５ は 、 走 行 伝 動 装 置 １ ６ の 上 方 の 支 点 を 中 心 に し て 上 下 動 す る 刈 取 装 置 支 持
フ レ ー ム １ ７ に て 、 そ の 略 左 右 中 間 部 で 支 持 さ れ て い て 、 刈 取 装 置 ５ は 刈 取 装 置 支 持 フ レ
ー ム １ ７ と 共 に 上 下 動 す る 構 成 で あ る 。
車 台 ２ の 上 方 に は 、 前 記 供 給 搬 送 装 置 １ ５ か ら 搬 送 さ れ て く る 穀 稈 を 引 き 継 い で 搬 送 す る
フ ィ ー ド チ ェ ン １ ８ を 有 す る 脱 穀 装 置 ３ と 、 該 脱 穀 装 置 ３ の 右 側 方 で あ っ て 、 こ の 脱 穀 装
置 ３ で 脱 穀 選 別 さ れ た 穀 粒 を 一 時 貯 溜 す る グ レ ン タ ン ク ６ と 、 該 グ レ ン タ ン ク ６ の 前 方 に
位 置 し て い て コ ン バ イ ン の 各 種 操 作 を 実 行 す る 操 作 部 ７ が 載 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
脱 穀 装 置 ３ の 後 方 に は 、 前 記 フ ィ ー ド チ ェ ン １ ８ か ら 搬 送 さ れ て く る 排 稈 を 引 き 継 い で 搬
送 す る 排 稈 チ ェ ン １ ２ と 、 該 排 稈 チ ェ ン １ ２ の 終 端 部 下 方 に は 排 稈 を 切 断 す る カ ッ タ ー 装
置 １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 こ の 実 施 例 の カ ッ タ ー 装 置 １ ９ の 後 方 に は 、 排 稈 を 結 束
す る ノ ッ タ ー 等 の 他 の 作 業 機 を 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
前 記 グ レ ン タ ン ク ６ 内 の 穀 粒 量 が 満 杯 と な る と 、 揚 穀 筒 ２ ０ と 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ か ら 穀
粒 を 機 外 へ と 排 出 す る 。 揚 穀 筒 ２ ０ は 電 気 モ ー タ （ 図 示 せ ず ） に て 旋 回 可 能 に 構 成 さ れ 、
ま た 、 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ 油 圧 シ リ ン ダ ２ ２ に て 昇 降 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 穀
粒 排 出 オ ー ガ ２ １ は 揚 穀 筒 ２ ０ の 上 部 に 連 結 さ れ て い て 一 体 構 成 な の で 、 揚 穀 筒 ２ ０ が 旋
回 す る と 、 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ も 一 緒 に 旋 回 す る 構 成 と な っ て い る 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な コ ン バ イ ン を 前 進 さ せ て 刈 取 作 業 を 実 行 す る と 、 圃 場 面 に 植 立 し て い る 穀 稈 は
、 分 草 具 １ １ に て 分 草 さ れ 、 そ の 後 、 引 起 装 置 ４ に て 引 き 起 こ さ れ て 刈 刃 １ ３ に て 刈 り 取
ら れ る 。 そ の 後 、 株 元 搬 送 装 置 １ ４ に て 後 方 へ 搬 送 さ れ 、 供 給 搬 送 装 置 １ ５ へ 引 き 継 ぎ 搬
送 さ れ る 。 こ の 供 給 搬 送 装 置 １ ５ に 引 き 継 が れ た 穀 稈 は 、 さ ら に 後 方 へ と 搬 送 さ れ て い く
。 そ し て 、 脱 穀 装 置 １ ６ の フ ィ ー ド チ ェ ン １ ８ へ と 引 継 ぎ 搬 送 さ れ て 、 穀 稈 は フ ィ ー ド チ
ェ ン １ ８ で 後 方 へ 搬 送 さ れ な が ら 脱 穀 装 置 ３ に て 脱 穀 選 別 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
こ の よ う に 脱 穀 選 別 さ れ た 穀 粒 は 、 一 番 揚 穀 筒 ２ ３ か ら グ レ ン タ ン ク ６ 内 へ と 搬 送 さ れ て
一 時 貯 留 さ れ る 。 該 グ レ ン タ ン ク ６ 内 に 貯 留 さ れ る 穀 粒 量 が 満 杯 に な る と 、 操 作 部 ７ の 報
知 手 段 （ ブ ザ ー や 表 示 装 置 ） で オ ペ レ ー タ に 報 知 さ れ る 。 す る と オ ペ レ ー タ は 刈 取 作 業 を
中 断 し て 、 グ レ ン タ ン ク ６ 内 の 穀 粒 を 機 外 へ と 排 出 す る 作 業 を 開 始 す る 。 コ ン バ イ ン を 任
意 の 位 置 （ ト ラ ッ ク 近 傍 位 置 ） へ と 移 動 さ せ 、 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ を オ ー ガ 受 け ２ ４ か ら
離 脱 さ せ て 穀 粒 排 出 口 ２ １ ａ を ト ラ ッ ク の 荷 台 等 の 位 置 へ 移 動 さ せ る 。 そ し て 、 操 作 部 ７
に 設 け て い る 穀 粒 排 出 レ バ ー ２ ５ を 入 り 状 態 と し て 、 グ レ ン タ ン ク ６ 内 の 穀 粒 を 機 外 へ と
排 出 す る 。 グ レ ン タ ン ク ６ 内 の 穀 粒 排 出 が 終 了 す る と 、 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ は 再 び オ ー ガ
受 け ２ ４ へ と 収 納 さ れ て い く 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 走 行 伝 動 装 置 １ ６ の 詳 細 構 成 に つ い て 、 図 ３ に よ り 説 明 す る 。 エ ン ジ ン ２ ６ の 出 力 軸
２ ６ ａ に は プ ー リ ２ ６ ｂ ， プ ー リ ２ ６ ｃ 及 び プ ー リ ２ ６ ｄ が 取 り 付 け ら れ て い る 構 成 で あ
る 。 プ ー リ ２ ６ ｂ が 回 転 駆 動 す る と と も に 、 ク ラ ッ チ が 入 り 状 態 に な る と グ レ ン タ ン ク ６
内 の 下 部 ラ セ ン （ 図 示 せ ず ） が 駆 動 し て 、 穀 粒 排 出 オ ー ガ ２ １ の 穀 粒 排 出 口 ２ １ ａ か ら 穀
粒 が 機 外 へ と 排 出 さ れ る 構 成 で あ る 。 前 記 プ ー リ ２ ６ ｄ が 回 転 駆 動 す る と と も に 、 脱 穀 ク
ラ ッ チ （ 図 示 せ ず ） が 入 り 状 態 に な る と 、 脱 穀 装 置 ３ が 駆 動 す る 構 成 で あ る 。 前 記 プ ー リ
２ ６ ｃ は 走 行 伝 動 装 置 １ ６ を 駆 動 す る プ ー リ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
プ ー リ ２ ６ ｃ か ら ベ ル ト ２ ８ ， プ ー リ ２ ９ を 介 し て 油 圧 無 段 変 速 装 置 ２ ７ の 可 変 油 圧 ポ ン
プ ２ ７ ａ の 入 力 軸 ３ ０ に 動 力 が 伝 達 さ れ る 構 成 で あ る 。 こ の 可 変 油 圧 ポ ン プ ２ ７ ａ の 斜 板
の 傾 斜 角 度 を 変 更 す る こ と に よ り 、 定 量 油 圧 モ ー タ ２ ７ ｂ へ の 送 油 量 と 送 油 方 向 が 変 わ り
、 出 力 軸 ３ １ の 回 転 数 と 回 転 方 向 が 変 わ る 構 成 で あ る 。 ３ ２ は 、 入 力 軸 ３ ０ に 固 定 の フ ァ
ン で あ り 、 こ の フ ァ ン ３ ３ に よ っ て 起 風 さ れ た 風 は 油 圧 無 段 変 速 装 置 ２ ７ 方 向 へ 送 風 さ れ
て い き 、 油 圧 無 段 変 速 装 置 ２ ７ を 冷 却 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 出 力 軸 ３ １ の 動 力 は 、 迂 回 伝 動 ケ ー ス ３ ３ 内 の 歯 車 ３ ４ ， 歯 車 ３ ５ ， 歯 車 ３ ６ 及 び 歯
車 ３ ７ を 介 し て 減 速 伝 動 さ れ て い き 、 走 行 伝 動 装 置 １ ６ の 入 力 軸 ３ ８ に 動 力 伝 達 さ れ て い
く 。 こ の 入 力 軸 ３ ８ に は 歯 車 ４ ０ と 歯 車 ４ １ を 有 す る 移 動 体 ３ ９ が 設 け ら れ て い て 、 こ の
移 動 体 ３ ９ は 軸 ３ ８ の 長 手 方 向 に 移 動 す る 。 歯 車 ４ １ に は 爪 部 ４ ９ ｂ が あ り 、 歯 車 ４ ２ に
も 爪 部 ４ ９ ａ が 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 入 力 軸 ３ ８ に は 長 手 方 向 に 移 動 し な い 歯 車 ３ ８ が
遊 嵌 し て 設 け ら れ て い る 。 ４ ３ は 刈 取 装 置 ５ へ 動 力 伝 達 す る プ ー リ で あ り 、 入 力 軸 ３ ８ に
対 し て 固 着 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 入 力 軸 ３ ８ の 下 手 側 に は 軸 ４ ４ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 軸 ４ ４ に は 、 歯 車 ４ ５ ， 歯 車
４ ６ ， 歯 車 ４ ７ 及 び 歯 車 ４ ８ が 固 着 し て 設 け ら れ て い る 。 前 記 移 動 体 ３ ９ が 移 動 し て 歯 車
４ １ の 爪 部 ４ ９ ｂ と 歯 車 ４ ２ の 爪 部 ４ ９ ａ が 噛 み 合 う と 、 入 力 軸 ３ ８ の 動 力 は 歯 車 ４ ２ と
歯 車 ４ ５ で 低 速 変 速 さ れ て 軸 ４ ４ に 伝 達 さ れ る 構 成 で あ る 。 移 動 体 ３ ９ が 移 動 し て 歯 車 ４
１ と 歯 車 ４ ７ が 噛 み 合 う と 、 入 力 軸 ３ ８ の 動 力 は 歯 車 ４ １ と 歯 車 ４ ７ で 中 速 変 速 さ れ て 軸
４ ４ に 伝 達 さ れ る 構 成 で あ る 。 さ ら に 、 移 動 体 ３ ９ が 移 動 し て 歯 車 ４ ０ と 歯 車 ４ ８ が 噛 み
合 う と 、 入 力 軸 ３ ８ の 動 力 は 歯 車 ４ ０ と 歯 車 ４ ８ で 高 速 変 速 さ れ て 軸 ４ ４ に 伝 達 さ れ る 構
成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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こ の よ う に 、 軸 ４ ４ に 伝 達 さ れ た 回 転 動 力 は 、 軸 ４ ４ に 固 定 の 歯 車 ４ ６ か ら 下 手 側 の サ イ
ド ク ラ ッ チ 軸 ４ ９ に 遊 嵌 の セ ン タ ギ ヤ ５ ０ に 伝 達 さ れ て い く 構 成 で あ る 。 サ イ ド ク ラ ッ チ
軸 ４ ９ よ り 下 手 側 は 左 右 対 称 な の で 、 右 側 の 経 路 に つ い て 説 明 す る 。 サ イ ド ク ラ ッ チ 軸 ４
９ に は 右 側 移 動 体 ５ １ Ｒ が 長 手 方 向 に 移 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。 こ の 右 側 移 動 体 ５ １ Ｒ
が セ ン タ ギ ヤ ５ ０ に 接 続 し て い る 状 態 に あ っ て は 、 セ ン タ ギ ヤ ５ ０ の 動 力 は 右 側 移 動 体 ５
１ Ｒ に 構 成 さ れ て い る 歯 車 ５ ２ Ｒ か ら 右 側 走 行 軸 ５ ３ Ｒ に 固 定 の 歯 車 ５ ４ Ｒ を 介 し て 右 側
走 行 軸 ５ ３ Ｒ が 回 転 駆 動 す る 構 成 で あ る 。 ５ ５ Ｌ と ５ ５ Ｒ は サ イ ド ク ラ ッ チ 軸 ４ ９ の 両 端
部 に 設 け ら れ て い る ブ レ ー キ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
サ イ ド ク ラ ッ チ 軸 ４ ９ よ り 下 手 側 の 左 側 の 経 路 は 、 直 進 状 態 が 断 た れ て い て 、 左 側 走 行 軸
５ ３ Ｌ に ブ レ ー キ が 作 用 し て 、 コ ン バ イ ン が 左 方 向 に ブ レ ー キ 旋 回 を し て い る 状 態 を 示 し
て い る 。 即 ち 、 左 側 移 動 体 ５ １ Ｌ は セ ン タ ギ ヤ ５ ０ と の 接 続 状 態 が 解 除 さ れ て お り 、 さ ら
に 、 左 側 移 動 体 ５ １ Ｌ は 左 側 に 移 動 し て 左 側 ブ レ ー キ ５ ５ Ｌ を 押 圧 し て 左 側 走 行 軸 ５ ３ Ｌ
の 回 転 を 止 め て い る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 図 ４ に つ い て 説 明 す る 。
操 作 部 ７ に 設 け て い る パ ワ ス テ レ バ ー ８ の 具 体 的 構 成 を 示 し て い る 。 パ ワ ス テ レ バ ー ８ は
操 作 部 ７ の 前 面 パ ネ ル ５ ６ の 右 側 端 部 に 立 設 し て 設 け ら れ て い る 。 こ の パ ワ ス テ レ バ ー ８
を 後 方 へ 傾 動 す る と 刈 取 装 置 ５ が 上 昇 し 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 前 方 へ 傾 動 す る と 刈 取 装 置
５ が 下 降 す る 構 成 で あ る 。 ま た 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 左 方 向 へ 傾 動 す る と 、 前 記 左 側 移 動
体 ５ １ Ｌ と セ ン タ ギ ヤ ５ ０ と の 接 続 状 態 が 断 た れ る と と も に 、 左 ブ レ ー キ ５ ５ Ｌ が 作 動 し
て コ ン バ イ ン が 左 方 向 へ と 旋 回 す る 構 成 で あ る 。 そ し て 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 右 方 向 へ 傾
動 す る と 、 前 記 右 側 移 動 体 ５ １ Ｒ と セ ン タ ギ ヤ ５ ０ と の 接 続 状 態 が 断 た れ る と と も に 、 右
ブ レ ー キ ５ ５ Ｒ が 作 動 し て コ ン バ イ ン が 右 方 向 へ と 旋 回 す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ま た 、 操 作 部 ７ の 左 パ ネ ル ６ １ に は コ ン バ イ ン の 前 後 進 と 車 速 を 変 更 す る 走 行 変 速 レ バ ー
６ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 前 方 へ 移 動 さ せ る と 、 油 圧 無 段 変 速 装
置 ２ ７ の 油 圧 モ ー タ ２ ７ の 斜 板 が 正 転 側 へ 傾 動 し て コ ン バ イ ン は 前 進 し 、 走 行 変 速 レ バ ー
６ ２ を 後 方 へ 移 動 さ せ る と 、 油 圧 無 段 変 速 装 置 ２ ７ の 油 圧 モ ー タ ２ ７ の 斜 板 が 逆 転 側 へ 傾
動 し て コ ン バ イ ン が 後 進 す る 構 成 で あ る 。 ま た 、 コ ン バ イ ン の 前 進 方 向 の 車 速 と 後 進 方 向
の 車 速 は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 移 動 量 に よ っ て 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
前 記 パ ワ ス テ レ バ ー ８ の 上 面 部 ８ ａ に は 複 数 の ス イ ッ チ 類 が 設 け ら れ て い る 。 こ の ス イ ッ
チ 類 は 何 で も よ い が 、 通 常 、 左 ス イ ッ チ ５ ７ を 押 圧 す る と は 車 台 ２ は 左 傾 斜 し て 、 右 ス イ
ッ チ ５ ８ を 押 圧 す る と 車 台 ２ ２ は 右 傾 斜 す る 構 成 で あ る 。 ま た 、 前 ス イ ッ チ ５ ９ を 押 圧 す
る と 車 台 ２ は 前 傾 斜 し て 、 後 ス イ ッ チ ６ ０ を 押 圧 す る と 車 台 ２ は 後 傾 斜 す る 構 成 で あ る 。
こ の 前 ス イ ッ チ ５ ９ と 後 ス イ ッ チ ６ ０ を 操 作 す る と 、 そ れ ぞ れ 、 刈 取 装 置 ５ の 下 降 と 上 昇
が 実 行 さ れ る よ う に 構 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ の 上 面 部 ８ ａ に ス イ
ッ チ 類 を 設 け る と 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 操 作 し な が ら ス イ ッ チ 類 が 操 作 で き る の で 、 コ ン
バ イ ン の 運 転 操 作 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
し か し な が ら 、 上 面 部 ８ ａ の 面 積 は 狭 い た め 、 ス イ ッ チ の 配 置 数 に 限 界 が あ る 。 そ こ で 、
従 来 に お い て は 、 操 作 部 ７ の 左 パ ネ ル ６ １ の 部 分 に 別 の ス イ ッ チ 類 を 配 置 す る 構 成 と し て
い た の で 、 操 作 性 が 悪 い も の と な っ て い た 。 特 に 、 コ ン バ イ ン に お い て は 、 右 手 で パ ワ ス
テ レ バ ー ８ を 把 持 し 、 左 手 で 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 把 持 し て い る の で 、 左 パ ネ ル ６ １ に 設
け て い る ス イ ッ チ 類 を 操 作 す る と き に は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ か ら 左 手 を 離 さ な く て は な
ら ず 、 従 っ て 、 左 パ ネ ル ６ １ の ス イ ッ チ 類 を 操 作 す る と き に は 、 コ ン バ イ ン の 車 速 が 変 更
で き な い と い う 欠 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
そ こ で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ と 一 体 的 に 移 動 す る 操 作 パ ネ ル ９ を パ ワ ス
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テ レ バ ー ８ の 前 方 に 設 け る 構 成 と す る 。 こ の 操 作 パ ネ ル ９ は 支 持 ス テ ー ９ ａ に よ っ て 支 持
さ れ て い る 。 操 作 パ ネ ル ９ に は 、 コ ン バ イ ン が 穀 稈 列 に 沿 っ て 自 動 的 に 走 行 す る 自 動 方 向
制 御 ス イ ッ チ ６ ３ ， 脱 穀 装 置 で の 扱 ぎ 深 さ を 自 動 的 に 調 節 す る 自 動 扱 ぎ 深 さ ス イ ッ チ ６ ４
， 車 台 ２ を 自 動 的 に 水 平 状 態 に 保 持 す る 自 動 車 体 水 平 ス イ ッ チ ６ ５ ， 刈 取 装 置 ５ の 刈 り 高
さ を 自 動 的 に 調 節 す る 自 動 刈 り 高 さ ス イ ッ チ ６ ６ 及 び 脱 穀 装 置 で の 扱 ぎ 深 さ を 手 動 で 調 節
す る 手 動 扱 深 さ ス イ ッ チ ６ ７ が 設 け ら れ て い る 構 成 で あ る 。 こ れ ら の ス イ ッ チ 群 は 、 コ ン
バ イ ン が 刈 取 作 業 中 に 使 用 頻 度 が 高 い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ の よ う に 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ の 前 方 に 操 作 パ ネ ル ９ を 設 け 、 こ の 操 作 パ ネ ル ９ に は 使 用
頻 度 の 高 い ス イ ッ チ を 設 け る 構 成 と し た の で 、 作 業 者 は 右 手 で パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 把 持 し
、 左 手 で 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 把 持 し た 状 態 、 即 ち 、 コ ン バ イ ン を 運 転 し な が ら 容 易 に 操
作 パ ネ ル ９ の ス イ ッ チ 群 が 操 作 可 能 に な る 。 ま た 、 パ ワ ス テ レ バ ー ８ を 前 後 左 右 方 向 へ 操
作 し な が ら 操 作 パ ネ ル ９ を 操 作 で き る の で 、 操 作 性 が 向 上 す る 。 ま た 、 コ ン バ イ ン を 運 転
中 は 作 業 者 の 視 界 は 前 方 に あ る が 、 こ の 前 方 視 界 か ら 目 を そ ら す こ と な く 操 作 パ ネ ル ９ を
操 作 す る の で 安 全 な 作 業 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
次 に 、 図 ５ に つ い て 説 明 す る 。
走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 前 方 に も 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 設 け る 構 成 と す る 。 具 体 的 に は 、 支 持 ア
ー ム ６ ８ ａ を 介 し て 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ の 操 作 パ ネ ル ６ ８ に も 、 前 記 自 動 方 向 制 御 ス
イ ッ チ ６ ３ ， 自 動 扱 ぎ 深 さ ス イ ッ チ ６ ４ ， 自 動 車 体 水 平 ス イ ッ チ ６ ５ ， 自 動 刈 り 高 さ ス イ
ッ チ ６ ６ 及 び 手 動 扱 深 さ ス イ ッ チ ６ ７ が 設 け ら れ て い る 構 成 で あ る 。 こ れ に よ り 、 走 行 変
速 レ バ ー ６ ２ を 把 持 し た 状 態 や 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 操 作 し て コ ン バ イ ン の 前 後 進 の 車
速 を 変 え な が ら 操 作 パ ネ ル ６ ８ の ス イ ッ チ 類 を 操 作 で き る の で 、 操 作 性 が 容 易 と な る 。 さ
ら に 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ と 操 作 パ ネ ル ６ ８ と の 間 に は 所 定 間 隔 Ｌ を 設 け る 構 成 と し た の
で 、 作 業 者 は 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 上 方 か ら 覆 う よ う に 把 持 で き る の で 、 走 行 変 速 レ バ ー
６ ２ の 変 速 操 作 が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
前 記 ス イ ッ チ 類 （ 自 動 方 向 制 御 ス イ ッ チ ６ ３ ， 自 動 扱 ぎ 深 さ ス イ ッ チ ６ ４ ， 自 動 車 体 水 平
ス イ ッ チ ６ ５ ， 自 動 刈 り 高 さ ス イ ッ チ ６ ６ ， 手 動 扱 深 さ ス イ ッ チ ６ ７ ） は 前 記 パ ワ ス テ レ
バ ー ８ の み に 設 け て も よ い し 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の み に 設 け て も よ い し 、 パ ワ ス テ レ バ
ー ８ と 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 両 方 に 設 け て も よ い 。 パ ワ ス テ レ バ ー ８ と 走 行 変 速 レ バ ー ６
２ の 両 方 に 設 け る と 、 さ ら に 、 操 作 性 が 向 上 し て 作 業 能 率 が 向 上 す り ょ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
次 に 、 図 ６ に つ い て 説 明 す る 。
前 記 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 設 け て い る 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 着 脱 自 在 に 構 成 す る 。 操 作 パ ネ ル
６ ８ の 支 持 ア ー ム ６ ８ ａ を 固 定 し て い る ボ ル ト ６ ９ を 外 す と 操 作 パ ネ ル ６ ８ は 走 行 変 速 レ
バ ー ６ ２ か ら 外 れ る 構 成 で あ る 。 こ れ に よ り 、 保 守 管 理 や 組 立 て 性 能 が 向 上 す る よ う に な
る 。 ま た 、 コ ン バ イ ン の 仕 様 に よ っ て 操 作 パ ネ ル ６ ８ の 後 付 け が 容 易 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 支 持 ア ー ム ６ ８ ａ 側 を 上 下 方 向 の 長 穴 ７ ０ に 構 成 し て お く と 、 ボ ル ト ６ ９ を 緩 め る
こ と に よ り 、 操 作 パ ネ ル ６ ８ の 上 下 位 置 の 調 節 が 可 能 と な る 。 こ れ に よ り 、 作 業 の 状 況 や
作 業 者 の 好 み に 応 じ て 操 作 パ ネ ル ６ ８ を 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 上 下 位 置 変 更 可 能 な
の で 、 操 作 性 が 向 上 し て 作 業 能 率 の 低 下 を 防 止 で き る よ う に な る 。 前 記 操 作 パ ネ ル ６ ８ の
位 置 変 更 は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 左 右 方 向 で あ っ て も よ い し 、 斜 め 方 向 で あ っ て
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
次 に 、 図 ７ に つ い て 説 明 す る 。
操 作 パ ネ ル ６ ８ に は 前 述 の よ う に 複 数 の ス イ ッ チ 群 が 設 け ら れ て い る の で 、 こ れ ら ス イ ッ
チ 群 の 電 線 ７ １ を 支 持 ア ー ム ６ ８ ａ 内 の 空 間 部 ７ ２ を 通 過 さ せ て 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ 内
の 空 間 部 ７ ３ へ と 配 策 す る 構 成 と す る 。 こ れ に よ り 、 電 線 ７ １ は 外 部 に 露 出 し な い の で 、
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耐 久 性 が 向 上 し 外 部 の 環 境 か ら 保 護 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
次 に 、 図 ８ に つ い て 説 明 す る 。
走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ に 対 し て 、 さ ら に 上 方 へ 延 出 す る 第 二 走 行 変 速 レ バ ー ７ ４ を 設 け る 構
成 と す る 。 具 体 的 に は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の ア ー ム ６ ２ ａ の 中 間 部 に 第 二 走 行 変 速 レ バ
ー ７ ４ の ア ー ム ７ ４ ａ を 設 け る 構 成 と す る 。 さ ら に 、 こ の 第 二 走 行 変 速 レ バ ー ７ ４ の ア ー
ム ７ ４ ａ は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 外 側 に 配 置 す る 構 成 と す る 。 作 業 者 は 操 作 部 ７ の シ ー
ト ７ ５ に 着 座 し た 状 態 に お い て は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ を 操 作 し 、 作 業 者 が シ ー ト ７ ５ に
着 座 し て い な い 状 態 の 立 ち 姿 勢 に お い て は 、 第 二 走 行 変 速 レ バ ー ７ ４ を 操 作 す る 。 こ れ に
よ り 、 作 業 者 が 立 ち 姿 勢 で コ ン バ イ ン で 刈 取 作 業 を 行 う と き 、 楽 な 姿 勢 で 第 二 走 行 変 速 レ
バ ー ７ ４ を 把 持 し て コ ン バ イ ン の 変 速 操 作 が 容 易 に 実 行 で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 第 二 走 行 変 速 レ バ ー ７ ４ は 、 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 外 側 に 配 置 す る 構 成 と し て い る
の で 、 シ ー ト ７ ５ に 着 座 し た 状 態 で の 走 行 変 速 レ バ ー ６ ２ の 操 作 が 容 易 と な る 。 即 ち 、 第
二 走 行 変 速 レ バ ー ７ ４ が 邪 魔 に な ら な い の で 作 業 能 率 の 低 下 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 左 側 面 図
【 図 ２ 】 右 側 面 図
【 図 ３ 】 伝 動 機 構 線 図
【 図 ４ 】 斜 視 図
【 図 ５ 】 斜 視 図
【 図 ６ 】 斜 視 図
【 図 ７ 】 断 面 図
【 図 ８ 】 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 走 行 装 置 、 ２ … 車 台 、 ３ … 脱 穀 装 置 、 ４ … 引 起 装 置 、 ５ … 刈 取 装 置 、 ６ … グ レ ン タ ン
ク 、 ７ … 操 作 部 、 ６ ２ … 走 行 変 速 レ バ ー 、 ６ ８ … 操 作 パ ネ ル 、 Ｌ … 所 定 間 隔 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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